
















はじめに 

反復流産の原因としてこれまで多岐にわたる妊娠母体の病態が指摘されているが,依然多

くの反復流産は明かな原因が究明できず,母子保健にとって重要な問題の一つとしてあげ

られる。全身性ループスエリテマトーデス(以下 SLE)に代表される膠原病が妊娠母体や胎

児に悪影響を及ぼすことはすでに 1960年代から知られているが,近年これらの病態が患者

に出現する自己の組織に対する自己免疫反応に起因することが明かとなり,流死産と自己

免疫疾患の関連が注目される。 

自己免疫疾患は抗核抗体をはじめとして多種の自己抗体の出現をみる。多くはいくつかの

疾患にまたがって出現するが,疾患特異的,臨床病態特異的な自己抗体もいくつか知られる

ようになり,そのうち妊娠の予後を左右する自己抗体の報告も国内外に散見される。 

自己免疫疾患は若年とくに生殖年齢にある女性に好発し,慢性に経過する疾患であるため

妊娠・出産に密接に関連すること,また内科的な臨床症状の出現していない女性にも種々の

自己抗体の出現が認められることから,本研究では, 

①自己免疫疾患婦人及び自己抗体保有婦人の妊孕動態を正確に把握する。 

②自己抗体と流死産の疫学的な関連を検討する。 

③妊娠婦人の自己抗体によるスクリーニング検査の意義を検討する。 

④自己免疫疾患合併妊娠の治療法を確立する。上記の 4項目を目的として以下の解析をお

こなった。 


